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２．研究開発の目標 

３．研究開発の成果 

１．研究課題・受託者・研究開発期間・研究開発予算 
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様式１－４－３(29-2) 

◆課題名   ：欧州との連携による公共ビッグデータの利活用基盤に関する研究開発 
◆副題    ：スマートシティにおける市民の影響力を拡張するビッグデータ・クラウド・IoT融合基盤技術 
◆ Acronym   :BigClouT 

◆実施機関  ：東日本電信電話株式会社＜代表研究者＞，慶應義塾大学SFC研究所，大学共同利用機関法人 情報・システム研究機構 国立情報
学研究所，日本電信電話株式会社，国立大学法人 筑波大学，株式会社YRP-IOT（平成29年1月31日まで） 
◆研究開発期間：平成２８年７月から平成３１年６月（３年間） 
◆研究開発予算：総額１８６百万円（平成２８年度  ６２百万円） 

採択番号：18301 

・2019年6月までに，ClouTプロジェクトで確立した技術研究要素および日欧連携ノウハウを最大限に活かしながら，ビッグデータ解析という研究要素を追加し，その

成果を発展拡張するとともに，都市のスマート化を日欧で推し進めるための，強力かつ長期的な相互協力関係を醸成する． 

プロジェクト目標：Cloud + IoT＋ビッグデータによるスマートシティー基盤 

プロジェクト目標： 様々なスマートシティ－アプリケーションへの寄与 

研究開発成果：参照アーキテクチャとその実装 

研究開発成果： パイロット都市でのアプリケーション提案と実証 

ClouTプロジェクトで構築したプラット

フォームの様々なレイヤに知識処
理を導入し，都市に関するビッグ
データからの知識抽出を実現をす
る基盤・プラットフォームサービスの
構築・提供を目指す． 

下記における多様な要件に対応する
アーキテクチャーを構築するため，日欧
共同で，既存資産及び4つの実証都市
のユースケースを踏まえたアーキテク
チャーの検討を実施した． 
 
・インターオペラビリティ(相互運用性) 
・ダイナミックなIoTプラットフォーム  
・ビッグデータの管理と付加価値 

都市にあふれるデータから抽出さ
れた付加価値の高い知識を様々な
スマートシティアプリケーションを介
して市民に還元し，様々な分野への
効率的かつリアルタイム性をもった
活用法を検討し，実証実験を通して，
都市資源をより効率的に利用した
市民サービス提供を目指す． 

日欧4つの実証都市において，ユース
ケースに基づき実証実験を計画し，日本
の2都市で実証実験を実施した．主な実
証実験の内容は以下の通りである． 
• グルノーブル市：ソーシャルアプリケーショ

ンとモニタリングを通じた工業団地の利活
用促進 

• ブリストル市：エネルギー管理のスマート
化 

• つくば市：外国人観光客の困りごと解決に
よる満足度向上 

• 藤沢市：2020オリパラを見据えた人流把握
と訪問客への有益な情報提供 

つくば市 

グルノーブル市 ブリストル市 

藤沢市 



３．研究開発の成果（続） 

2 

Task2.2 自己再構成可能なディペンダブルプラットフォーム 

Task2.1 相互運用ツールによる都市ビッグデータの生成・収集・再発信 

Task2.3分散処理・ストレージ・プラットフォームマネジメント 

Task3.1ビッグデータ解析・イベント情報処理・ビジネスインテリジェンス Task2.4スマートシティアプリケーション用プログラミングツール 

Task1.3 相互運用可能なBigClouTアーキテクチャの設計 

スマートシティアプリ
ケーション構築用のラ
イブラリ設計・実装． 

分散ストリーミング処
理システムの統合設
計，実装を開始． 

BigClouTアーキテクチャ
へマッピングされた各社の
コンポーネント間の連携方
式について検討を進めた．
また，接続試験の計画の
策定と，内部のデータ・
フォーマットに関する仕様
検討を開始した． 

暗号化データベースシステ
ムにおいて，問合せ処理の
結果クライアントが得る情
報量を定量的に評価するモ
デルを提案し，その妥当性，
有効性を実験的に評価した． 

ストリーム処理と
OLAP分析のための

統一フレームワーク
StreamingCubeを

研究開発．実証実験
等での活用のため，
オープンソース化を
実施． 

要求および技術双方の観点から， 

参照アーキテクチャの設計を進めた． 

 

このアーキテクチャは， 

人やレガシーデバイスを含む 

広義の多様なセンサ・アクチュエータを 

統合しつつ，エッジコンピューティング， 

ビッグデータ分析等のパラダイムも 

踏まえたものとなっている． 

要求，環境，およびシステム設計 

に関するモデルを実行時にも 

保持・活用し，保証を伴う 

自己適応を行うModels@run.time 

アプローチを採用． 

 

イベント駆動型アプリケーションに 

おける競合解決を中心として， 

汎用的なアーキテクチャと 

具体的な実装とを検討． 
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Task3.3 オンラインデータマイニングおよび可視化 

Task4.1 実証実験実施に向けた市民からの情報抽出 

Task4.3 コンポーネントの統合 

Task3.2学習機能・予測モデル・意思決定 

Task4.2 スマートシティアプリケーションの開発 

Task4.4 BigClouTプラットフォームを用いた大規模実証実験の実施 

Task4.2で開発したアプリケー

ションを用いて，藤沢市および
つくば市において市民参加型
の実証実験を実施した． 

藤沢市：多くの人が集まるイベ
ントでの参加者の行動変容を
分析した． 

つくば市：外国人訪問客の困り
ごとを収集し，リアルタイムに
回答することにより，滞在中の
満足度の向上を図った． 

各実証フィールド自治体におけ
る，より大規模な実証実験の計
画を行うとともに，日欧連携実証
実験について検討を開始した．
日本で実証したアプリケーション
の欧州での実証，日欧で収集し
たデータの共有および分析など
の実現可能性について議論した． 

路面標識損傷の判別を 

オンラインかつエッジ側 

で可能とする技術を開発． 

従来手法と比べ，学習モ
デルの大幅な削減を達成 

しつつ，精度を向上する
などの成果を得た． 

BigClouT基盤と連携し，市民

参加型センシングの参加を促
すため，プライバシや動機づけ
問題の解決に寄与するロケー
ションモンスターを開発．藤沢
市において実証実験を行い，
その有効性を確認． 

WP2, WP3の各コンポー

ネントを統合し，スマート
シティアプリケーションを
構築するための設計を
開始．各機能の接続実
験を並行して行う． 

TwitterやSNSなどの時

系列文書データから文書
トピックを予測し，知識
ベース中のエンティティを
リンクする手法を提案し
た．実データを用いた比
較実験により，既存手法
に比べて精度が改善され
たことを確認された． 



４．特許出願、論文発表等、及びトピックス  
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国内出願 外国出願 研究論文 その他研究発表 
プレスリリース 

報道 
展示会 標準化提案 

0 
(0) 

0 
(0) 

6 
(6) 

48 
(26) 

3 
(2) 

2 
(1) 

13 
(13) 

※成果数は累計件数、（ ）内は当該年度の件数です。 

５．今後の研究開発計画 
 

これまでに得られた日欧の技術的な成果を，今後の実証実験での活用や個々の技術要素間の連携により，さらに洗練，進化させ，実用化を目指した取り組みを
行う．今年度実施した実証実験について実証協力自治体である藤沢市とつくば市，および関連する機関からのフィードバック等により得られた教訓を踏まえ，新
たな課題の解決につながるような，プラットフォームやアプリケーション等の技術的要素の開発を進める．また，日欧連携実証を含めた，より規模の大きな実証実
験を計画・実施し，技術的要素の成果や効果，汎用性について評価を行っていく． 
 

６．外国の実施機関 

CEA-LETI，Engineering，Absiskey，National Technical University of Atene，Lancaster University，Bristol市，Grenoble市 

（１）関連研究コミュニティーの促進 
 
以下のように，企業・自治体・大学研究機関等の連携を図るため，関連研究コミュニティーを形成した． 
 昨年度発足させた「地域IoTと情報力研究コンソーシアム」の活動を推進． 
  →毎月開催したWGおよび勉強会を通じて，藤沢市の取組みを横展開していくための要件分析，技術要件検討などを推進した． 
 
（２）業界・一般に向けた発表・討論の実施 
 
以下のように，一般に向けた発表や都市での実証実験を進めた． 
 2017年6月9日 「国立情報学研究所オープンハウス2017」にて，「スマートシティーにおいて市民の『力』を高めるモノとビッグデータのクラウド

BigClouT」の展示を実施． 
 2017年9月，11月～ 藤沢市およびつくば市において一般のユーザーを交えた実証実験を実施． 
 2017年11月1日 「The 1st International Conference on Advanced Information Technologies(ICAIT)」にて，「Emerging Challenges in Software 

Dependability under Uncertain World」の講演を実施． 
 2018年3月14日 「情報処理学会第80回全国大会」にて，自治体，研究者を招いてプロジェクト紹介や将来のスマートシティ実現に向けた課題につ
いてのグループ議論を行った． 


